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題目  中国初期仏教寺院の考古学的研究

 [授業の概要・目的]
インドに起源する仏教は、漢代に中国へと伝えられ、「浮図祠」などと呼ばれる寺院建築が建立さ
れたことが文献史料に記載されている。一方、考古学的調査によって確認された寺院遺跡は５世紀
後葉の例がもっともふるく、それ以前の状況はわずかな文献史料と図像資料から推測しうるにすぎ
ない。この講義では、おもに５世紀までの考古資料・図像資料・文献史料をもとに、仏教寺院と仏
塔の具体的様相をさぐる。それにより、中国初期仏教寺院の成立過程とその特質を明確にすること
を目指す。

 [到達目標]
仏教東伝の過程においては、中国に伝来し、中国で変容をとげた仏教文化が、東アジア各地へとひ
ろがっていった。この講義では、仏教寺院の遺跡と遺物を主要な題材として、仏教寺院の中国的変
容の過程を理解することを目的としている。また、この時代の仏教寺院を研究するためには、考古
資料のみならず、文献史料・図像資料をあわせて検討することが必要であり、歴史考古学・美術考
古学の方法論や課題を学ぶことを本講義のもうひとつの目的としたい。

 [授業計画と内容]
１．中国初期仏教寺院研究の現状と課題 
　①中国初期仏教寺院の研究史と課題 
　②中国仏教考古学の資料と方法 
２．中国初期仏教寺院の探求 
　③中国初期仏教図像の検討 
　④「浮図祠」の建築 
　⑤楼閣式仏塔の思想 
３．北魏前期仏教寺院の遺構と遺物 
　⑥北朝の瓦編年 
　⑦雲岡石窟の寺院景観 
　⑧方山永固陵と思遠仏寺 
　⑨思燕仏図の発見 
　⑩懐朔鎮仏寺の探索 
　⑪北魏舎利石函と埋納品 
４．北魏仏塔の図像と寺院空間 
　⑫雲岡石窟の仏塔意匠 
　⑬北魏石塔の研究 
　⑭仏塔と寺院空間 
　⑮まとめ

考古学(特殊講義)(2)へ続く↓↓↓



考古学(特殊講義)(2)

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点及び達成度]
平常点（小レポートなど）20％と学期末レポート80％をあわせて評価する

 [教科書]
毎回レジュメを配布する。

 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学習（予習・復習）等]
日頃から自身の専門以外のさまざまな学問分野に目を向けるとともに、学内外の博物館施設などを
利用して積極的に実物資料を見学するよう努めること。 

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。


